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「新たな 2年間に向けて」 

会長 岡田 賢 

 

 6月 8日の定時会員総会において理事に選任いただき、この度 3期目の代表理事に就任いたしました。 新

たな 2年間、三重県鍼灸師会のために微力ながら尽力いたしますので、皆様のお支えを賜りますようお願い申

し上げます。 新たに津支部の水谷浩樹会員が理事に就任され、新谷有紀先生、瀧本一先生、堀田三華子先

生は理事を退任されます。 大変お疲れさまでした（新谷先生は監事に就任）。 退任後も違う角度からのご意

見をお待ちしております。 また、仲家栄一先生は監事を退任されます。監事というお立場で常に本会を見守っ

ていただき、心より感謝いたします。 さて、6 月の半ばに真夏日や猛暑日があり、体調管理も大変でした。  

患者様も体調を崩された方が多かったと思います。 先日の日鍼会メールマガジンにも記載されていましたが、

夏至は陽の極みで「気」が消耗しやすく、同時に「陰」も補う必要があります。 「補気」には、豆類・いも類・米・

イワシ・鯖・ウナギ・牛肉など。 「滋陰」には、ゴマ・山芋・オクラ・モロヘイヤなどのネバネバしたものが良いとさ

れています。 我々鍼灸師は東洋医学の知恵を借りて、養生に努めたいものです。 法人事業としましては、

常々「顔の見える会」にしたいと考えており、ZOOM での意見交換会や会員内での症例報告会などを企画して

いきたいと思っておりますので、ご協力・ご参加いただきますようよろしくお願いいたします。 

時節柄、皆様ご自愛いただきますように。 

 

 

 

「これからも変わらないこと」 

業務執行理事 / 副会長 / 保険委員長 

楠原 秀一 

 

今回の役員改選で、再び副会長を務めさせていただけることになりました。 6 名の役員ともども、どうぞよろ

しくお願いいたします。 療養費のオンライン資格確認が導入されて 1年がたち、AIなどのツールを活用する機

会が増えてきました。 周囲から AI の使い方やその便利さなどを聞いておりますが、まだ私は少し気後れして

いて傍観しております。 最近では、誰にも言えない悩みや相談にも活用する人もいるようですね。 スマートフ

ォンがあればいつでもどこでも様々なことができ、解決策も見つけられる時代となり、今後もさらに日常生活に

深く入り込んでくることでしょう。 便利で豊富な情報を気軽に得ることができる環境になっても、得た情報を自

らの創造性を使って理解することが必要です。 健康に関する情報についても、いくらでも得ることができます

が、身体感覚や器官を通じて自分のからだと対話することの大切さは今も昔も変わりありません。 私たち鍼灸

師は、対面して触れて確認し、それぞれの生活に合った有効な方法を伝え、施術することができます。 少子高

齢化、物価の高騰、生活環境の変化のなかで、介護を必要とする方や現役世代の方の健康維持に貢献し、暮

らしの安心と心身のメンテナンスに寄与できるよう、会員の皆様とともに対応していきたいと存じます。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
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「組織共済青年委員長の意気込み」 

理事 / 組織委員長 / 共済委員長 / 青年委員長 

奥山 敬太 

 

この度、三重県鍼灸師会理事として、前期に引き続き青年委員長を拝命いたしました奥山敬太です。 

さらに今期からは、新たに組織・共済委員長も務めさせていただくこととなりました。  前期の経験を活かし、

両職に誠心誠意取り組んでまいります。 青年委員長としては、学生や若手鍼灸師の皆様が当会の活動に親

しみと意義を感じ、積極的に関わっていただけるような環境づくりに力を注いでまいります。 単に技術を学ぶ

場としてではなく、広い視野を育み、社会に貢献できる人材へと成長できる機会を提供していきたいと考えてお

ります。若手鍼灸師の悩みや疑問に寄り添い、共に考えながら成長できる交流の場をつくることも、重要な使

命と捉えております。 また、今期より担当する組織・共済委員長としては、会員の拡大と学生会員の確保を最

重要課題と位置づけています。鍼灸師会の持続的発展のためには、新たな仲間の参加が欠かせません。 

特に学生の皆様に当会の魅力を伝え、入会を促すために、青年委員会と連携し、学校訪問や説明会、相談

会などを通じて接点を広げてまいります。さらに、学生会員が安心して学業に専念できるよう、共済制度の見直

しと充実にも取り組んでいく所存です。 これら二つの委員長職を通じて、会員の皆様が安心して鍼灸師として

の道を歩み、地域医療に貢献できるよう、環境整備に努めてまいります。 当会が「帰ってこられる場所」「共に

成長できる場所」となるよう、微力ながら全力で職務にあたります。 皆様のご理解とご協力を、心よりお願い申

し上げます。 

 

 

 「参加しやすい研修会を目指して」 

理事 / 学術委員長 

松山 真理子 

 

三重県鍼灸師会の学術委員長を今期も務めさせていただくことになりました。 これまでの経験を活かし、鍼

灸の知識と技術の向上を目指すことはもちろん、できるだけ多くの会員の皆さまが気軽に参加しやすい研修会

を企画・開催していきたいと考えています。  

忙しい日々の中でも、学びの時間が少しでも前向きな気づきや臨床へのヒントになるよう、内容や形式にも

工夫を重ねてまいります。 皆さまのお力をお借りしながら、より充実した学術活動を進めてまいりますので、今

後とも温かいご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。 
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 「理事就任の挨拶」 

理事 / 共済委員長 / 法人管理委員長 

東 あつ子 

 

前期に続き、理事を務めさせていただくこととなりました。 2 年前、理事をお引き受けしたのは「お声がけい

ただいたから」という理由でしたので、私がお役に立てるのか不安もありました。実際、自分のできていることは、

他の皆様に比べると本当にささやかなものですが、陰ながら会を支えて下さっている役員の先生方のお仕事を、

少しだけ減らすお手伝いはできたかと思います。 この経験から、特別なスキルや人並み以上の能力の有無に

関わらず、誰もが、そしてより多くの個性ある人が、それぞれ自分の出来ることを出来る範囲で持ちよって、 

会を運営してゆくことも可能だと思うようになりました。 ぜひ少しずつでも、皆様に会の運営にご参加いただき、

一緒に会を支えていけたら嬉しく思います。 今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

「新たなる挑戦」 

理事 / 普及委員長 / 広報委員長 

水谷 浩樹 

 

この度、理事に就任いたしました、水谷浩樹です。 あわせて、普及･広報委員長も務めさせていただきます。 

これまでは、会長をはじめ諸先生方に学術研修会やイベント活動をすべて段取りしていただき、お世話になっ

ておりました。 理事のお話をいただいた時は、｢私に何ができるだろう｣と不安な気持ちもありました。 しかし

今は、これまでお世話になった分を少しでもお返しできたらという思いでいっぱいです。 皆さんと一緒に鍼灸

の発展に貢献できることに喜びを感じています。 これまで鍼灸に携わる中で、その素晴らしい効果や可能性

を深く実感してきました。 一方で、鍼灸の魅力や正しい知識が一般の方々にまだ十分に伝わっていないと実

感しています。 普及･広報委員長として、鍼灸の普及とより良い情報発信に力を尽くしたいとおもいます。 皆

さんのお力をお借りしながら、鍼灸が社会により一層貢献できる存在となるよう努めていく思いです。 

 皆さんのお力添えをよろしくお願い申し上げます。 
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 ｢監事再任の挨拶｣ 

監事 

加藤はる美 

 

昨年度にひき続き、監事に就任いたしました加藤はる美です。 監事の仕事は、「理事や理事会が適正に業

務を行っているか第三者目線から監視する役割」です。 このことを頭におき、会の運営を見させていただきま

した。 三重県鍼灸師会の理事の先生は、会員の皆様がどうしたら会の行事に参加をしてくださるのか、また鍼

灸に関しての情報をいち早くお知らせし会員の皆様の利益になる様に等を考えて運営しておられます。 

少ない予算の中で会の運営をするのは本当に大変だと、この 2年間監事になり改めて感じました。 また、

理事の先生や事務の阪井さん、藤本さんの努力があって、この会は運営されているのだと思います。 挨拶文

が監事の 2年間の感想になってしまいましたが、会員の皆様に知っていただけたらと思い書かせていただきま

した。  今回も、監事という仕事をいただき、少しでも三重県鍼灸師会のお役に立ちたいと思います。 

引き続き２年間よろしくお願いいたします。 

 

 

 

｢感謝とご挨拶｣ 

 監事 

新谷有紀 

 

このたび、会員総会におきまして、監事を拝命いたしました。 これまで 17年間にわたり理事として法人の運

営に直接携わり、役員の皆さんと共に多くの事業に取り組んでまいりました。 初めて理事を拝命した際は、 

原昌子元会長から引き継いだ女性部でした。 引継ぎの後、「思うようにやってみなさい」と笑顔で背中を押され

たことを思い出します。 戸惑いながらも先輩先生方に支えていただき、多くのことを学ばせていただきました。 

今後はこれまでの経験を活かし、まだ足りない点は学びながら、監事としての職責を果たせるよう法人の 

運営を見守り、適切な監査を通じて信頼される組織であるよう尽力してまいります。 また、理事会では研修会

や行事を企画しておりますので、積極的にご参加いただき、学びと繋がりを大切にしていただけると幸いです。 

 最後に、今回の改選で理事の定数が減ったことにより、執行部の負担が今まで以上に増えることが予想され

ます。 会員の皆様には、今後とも三重県鍼灸師会の運営と事業にご理解とご協力を賜りますようお願い申し

上げます。 
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理事退任のご挨拶 

 

 

伊賀名張支部  瀧本 一 

 

令和 7年度の総会をもって、4期 8年務めさせていただいた理事を退任いたしました。 

この決断は、臨床家として目の前の患者さんとより深く向き合い、治療家として、そして人間としてさらなるレベ

ルアップを図りたいという強い思いからです。 皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、日本鍼灸師会の委員も

含め、一旦すべての公務から離れることといたしました。 実は、人前に立つことが苦手な私が理事のお話をい

ただいた際、先輩方のように振る舞える自信がなく、一度はお断りしていました。 しかし、この 8年間、会務を

通じて様々な経験をさせていただき、全国の先生方と交流する中で、千数百年続く日本鍼灸の歴史、そして戦

後から続く日本鍼灸師会の歴史を次世代へ継承していく使命感が芽生えました。 同時に、私自身の鍼灸師と

しての「核」が形成されてきたと感じています。 役員未経験の方には、ぜひ公務を経験し、ご自身の成長の糧

としていただきたいと思います。 今後も私にできるサポートはさせていただきますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 

 

桑名･いなべ支部  堀田 三華子 

 

この度、2期 4年の任期満了に伴い、理事を退任いたしました。 会報の場をお借りし、皆

様にご挨拶申し上げます。 当初は右も左もわからず、理事の皆様、そして事務の藤本さんには温かく支えて

いただきました。 とりわけ後半 2年間は広報委員長として、藤本さんのご助力なくして責務を全うすることは到

底できなかったと、心より感謝しております。 理事として会の運営に携わるなかで、日々の鍼灸業務において

行政や関連企業と円滑な関係を保てているのも、ひとえに歴代の理事の方々が築いてこられた盤石な礎の上

に成り立っていたのだと、身をもって知ることができました。 組織を守り、強くしていくことの難しさと重要性を学

んだこの 4年間は、かけがえのない財産です。 今後はこの経験を活かし、自らの組織づくりと足固めに励ん

で参ります。 4年間、誠にありがとうございました。 

 

 

 

四日市支部  仲家 栄一 

 

このたび、一般社団法人三重県鍼灸師会の監事役員を退任することとなりました。 これまでの間、皆様の

温かいご支援とご協力に支えられ、微力ながら職務を全うすることができましたことを心より感謝申し上げま

す。 監事在任中、法人の運営と発展のためにご尽力されている理事の皆様、事務所の皆様と共に歩んだ

日々は、私にとって大変貴重な経験となり、深く感謝しております。 今後とも、三重県鍼灸師会がさらなる飛躍

を遂げることを心より願っております。 また、これからも微力ながら一会員として、会に貢献いたしたいと思い

ます。 あらためまして、会員皆様のご健勝と三重県鍼灸師会の発展を心よりお祈り申し上げます 
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公益財団法人国際医療技術財団（JIMTEF）の第 3回災害医療研修スキルアップコースは昨年開催予定で

したが、能登半島災害の影響で中止となりました。能登半島の復興が思うように進んでいない中、阪神淡路大

震災からちょうど 30年の節目に、第 3回災害医療研修スキルアップコースが開催されることとなりました。全

国から医療関係者約 80名が参加し、その中で鍼灸師と鍼灸マッサージ師は 13名でした。JIMTEF研修は多

業種連携が基本となります。ベーシックコースでは災害支援の基礎を学び、アドバンスコースでは避難所運営

や避難活動支援について学びました。スキルアップコースの内容は、対策本部内で活動するための内容となり

ます。都道府県災害医療コーディネート研修および地域災害医療コーディネート研修で用いられている資料を

もとに、災害医療の現場で必要とされる事項について検討します。専門職が直接関わらない内容でも、自身の

立場で関わるべきか、類似事例の有無、類似事例がある場合どのように関わるのかを、多業種チームディスカ

ッションとそれぞれの団体ごとに話し合います。愛知県豊橋市北部・新城市南部で震度 7の地震が発生したこ

とを想定し、発災後に被災都道府県庁に保健福祉医療調整本部をどこに設置するかを検討します。また、保健

医療福祉調整本部の組織図をチームで策定し、組織構成を理解します。DSAM（災害支援鍼灸マッサージ師支

援合同委員会）はどの立ち位置となるのかも把握します。そして、各団体に分かれ、災害発生時に本部内でど

のような機能を設置するかを話し合います。令和 6年能登半島地震をイメージし、提供される限られた情報を

もとに、① CSCAの確立 ② 被害情報全般 ③ 病院支援 ④ 施設支援 ⑤ 被災地域支援 ⑥ 活動指揮 

⑦ 物資支援 ⑧ 搬送調整について、現状分析と活動方針をチームで話し合います。能登半島災害現場で発

生した問題を踏まえ、泥やゴミが診療所内に入り込んでいる状態で、建物の一部が破損した診療所に支援す

る目的は何かを検討します。そのような状態の診療所への具体的な支援内容として、どのようなことが考えら

れるのかを団体ごとに話し合います。鍼灸師・鍼灸マッサージ師会では、治療院へ支援に行くかを議論し、一

部を除いて支援に行くとの回答がありました。団体に所属していない診療所への支援については、「なぜ所属

していない診療所へ支援に行く必要があるのか」「団体所属の治療院を優先して支援すべきではないか」とい

った意見が出ました。スキルアップ研修を受講して感じたことは、平時に災害支援のガイドラインを作成する必

要があるということです。各都道府県の鍼灸師会が会員に対してどこまで支援範囲を設けるのかを明確にする

必要があります。支援活動を行う際には、活動範囲などの取り決めが必要となるため、会員への周知と理解が

重要だと感じた研修会でした。                             （報告：津支部 水谷浩樹） 

 

 

   

第 3回 JIMTEF災害医療研修スキルアップコース 

令和７年１月１８･１９日（土･日） JIC東京センター （東京都） 
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日本メディカル美容鍼協会（JMCAA）協会副代表、日本鍼灸師会青年局委員会委員長、群馬県鍼灸師会会

長の田中一行先生による研修会に先立ち、青年委員主催による伊勢の神宮参拝に参加いたしました。 午後

一に田中先生の研修会が行われるため、今回は内宮のみ参拝となりました。  

当日は、奥山先生（青年委員長）、瀧本先生、水谷先生、私の 4 名が同行しました。 早朝の清々しい空気の

中、奥山先生が手配してくださった神宮の公認ガイドの方にご案内いただき、内宮を中心にじっくりと説明を聞

きながら参拝しました。  

地元に住んでいても意外と知られていない神宮の歴史や、一般に誤って広まっている情報について、解説い

ただきました。 伊勢神宮と一般には呼ばれていますが、正式名称は「神宮」であり、 場所がわかるように「伊

勢の神宮」と呼ぶのが丁寧な言い方であると教えていただきました。 ご紹介したのは一例ですが、学びと発見

の多い、有意義なひとときとなりました。  

移動中には、田中先生による研修会では聞けないような裏話や、他の先生方との気さくな会話もあり、和や

かで貴重な交流の場となりました。 参拝後はおかげ横丁を散策し、同行された先生方おすすめの土産物を見

て回り、名物の食べ歩きを楽しむなど、終始なごやかな雰囲気の中で時間が過ぎていきました。  

最後は、伊勢と言えば名物の伊勢うどんをいただき、午後の研修会に向けて鍼灸師会館へと向かいました。 

朝の神宮参拝は心身ともに凛と引き締まり、また先生方との距離もぐっと縮まる、大変有意義な時間となりまし

た。 こうした機会を設けてくださった青年委員長の奥山先生に、心より感謝申し上げます。 

                                                （報告：伊勢･鳥羽 松山 真理子） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青年部行事 伊勢の神宮参拝に参加して 

令和７年２月９日（日） 三重県伊勢市 
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今回の研修は『ICCO式美顔はり®』『ダーマローラー』の伝道師としてご活躍されている、田中一行先生の

実技セミナーでした。 ICCO式美顔はり®は、肌の創傷治癒機転を利用した美容鍼で、主に肌質改善を目的と

しています。鍼が皮膚へどのような影響や効果を与えるのかについて、美容医療の観点から考えられ開発され

ました。  セミナーの前半では、『美容鍼をすることで、身体（肌）にどのような変化が起きるのか』を医学的に

説明していただき、後半では、技術を実際に披露していただきました。 美容鍼というと、芸能人やインフルエン

サーによる顔にたくさん鍼をした写真が、『顔に鍼をしたら、キレイになった』とか『リフトアップに効果がある』と

いった広告や書き込みとともに SNSにアップされているのを日常的に目にします。  美容鍼を専門で行う鍼

灸院もあるくらい、美容鍼へのニーズは多く、注目もされているのではないでしょうか。  その上で、人の顔に

鍼をするにあたり、『顔に鍼をすることで、医学的にこんな影響があって…だから効果があるのです！』と説明

がしっかりとできると、患者の満足度アップにもつながると考えています。 今回の研修は、県外からの参加や

鍼灸学生の参加もあり、美容鍼への興味・関心が高いことが感じられました。  個人的にも、また美容鍼の研

修を開催してほしいな、と思います。                            （報告：津支部 矢谷 淑絵） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 第５回学術研修会  ｢創傷治癒機転を活用した肌再生鍼について｣ 

令和７年２月９日（日） 三重県鍼灸会館 

《令和７年度 学術研修･行事予定日程》 

10 月 4･5 日（土･日） 第２０回 公益社団法人日本鍼灸師会  

全国大会 in いばらき TSUKUBA 

11 月 23 日（日） 三県合同鍼灸師会 愛知県鍼灸マッサージ師会館２階 

11 月 30 日（日）会館/Web  

保険制度に関する周知事項(予定) 

講師：楠原秀一先生（鍼灸師） 

鍼灸師に必要なプランディングとコミュニケーションの基礎知識（仮） 

講師：奥田一道先生（鍼灸師） 

1 月 25 日（日）Web 西洋 X東洋 X ファシア（仮） 

講師：小林只先生（弘前大学大学院） 

12 月 7 日（日） ２０２５お伊勢さんマラソン ： ケア活動 

12 月 21 日（日） みえ松阪マラソン２０２５ ： ケア活動 
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「薬膳でより健康にそして美しく」との題目で、鈴鹿医療科学大学副

学長、また日本薬膳学会の代表理事でもある高木久代先生の講習会

が、4月 20日三重県鍼灸会館で開催されました。 受講者は 30名ほ

どでした。講習会当時放映中の NHK ドラマ「しあわせは食べて寝て待

て」で薬膳が扱われていたため、タイムリーで興味深く思われた方も多

かったと思います。 私は、人間の体は口にするものからできていると

思っています。日本の四季に沿った食事をし、なぜその食材が良いの

か勉強したいと思い受講させていただきました。 先生の講義の中に、「薬食同源」とは、「命は食に至り、食誤

れば病至り、食正しければ病自ずと癒える（黄帝内経）」とありました。薬を飲むことと食べることは同じ事、とい

うことです。また、薬膳の背景にあるのは中医学の五行論だという事や、春にはどんな食材が良いのかなど、

きめ細かく教えていただきました。そして、薬膳のポイントは、因時制宜・因地制宜・因人制宜（季節・風土・人に

応じて変える）の三因制宜体だと言えるそうです。 薬膳に使われる食材は、知らず知らずに私たちが口にして

いるものですが、奥深く、なぜその食材が身体に良いのか、さらに知りたいと思いました。そして、食材に何をプ

ラスすると身体に良いのかなど、少しでも考えながら四季にあった食事の提供をしていきたいと思いました。                                    

（報告：愛知県 加藤 はる美） 

 

   

 

《 表紙・椿大神社 》 

 

御創立の由来は、伊勢国鈴鹿山系の中央麓に鎮座する椿大神社は、往古神代、高山入道ヶ嶽、短山椿ヶ

嶽を天然の社として、高山生活を営まれた国つ神「猿田彦大神」を主神とし祀っています。 

猿田彦大神は、天孫 瓊々杵尊降臨の際、天の八衢に「道別の大神」として出迎え、高千穂の峯に御先

導申し上げます。 そのことより、地上に生きとし生けるものの平安と幸福を招く「みちびきの祖神さま」と崇

敬されています。 地球国土、土地家屋敷安泰守護、地鎮祭をはじめ、建築、方災解除、厄除開運、家内

安全、無病息災、交通安全、旅行安全、商売繁昌、家運隆昌、良縁子孫繁栄、進学修業、事業成就などに

ご霊験あらたかと信仰されております。 また、猿田彦大神を祀る全国二千余社の本宮として、「地祇猿田

彦大本宮」と尊称されています。                              （広報委員長 水谷 浩樹） 

 

令和７年度 第１回学術研修会 「鍼灸師が知っておくべき薬膳にていて」 

令和７年４月２０日（日） 三重県鍼灸会館 
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「女性のみかたⅡ」全日本鍼灸学会に参加して 

 

本年の全日本鍼灸学会は、2019 年に開催された愛知大

会「女性のミカタ」に続き、「女性のみかたⅡ」をテーマに開

催されました。 今回はフェムテック（フェムテックとは、

Female＝「女性」と Technology＝「テクノロジー」を組み合わ

せた造語です）を中心に、女性特有の健康課題にテクノロ

ジーで向き合う商品やサービスに関する演題が多数発表さ

れました。 具体的には、女性特有の疾患や健康・社会的

な課題に対し、私たち鍼灸師がどのように認識し、関わって

いけるのかという「問い」が詰まった演題が多く、示唆に富

む内容で、非常に考えさせられるものでした。  

私は今回、実行委員と発表者の両方で参加させていただきました。 「実行委員をやってみないか」とお声が

けいただき気軽に引き受けましたが、プログラムの選定、人員配置、資金管理など、普段の業務では見ること

のできない学会運営の裏側を垣間見ることができました。当日は、会場責任者として、演者や座長との調整や、

来場された皆様が快適に学ぶためのサポートに、他のスタッフと一丸となって取り組み、これらの経験は非常

に貴重な時間となりました。  

また、昨年度に引き続き「斜膝窩靭帯へのエコー下鍼治療」というテーマで症例報告にも挑戦しました。 ご

指導いただいた先生と共に半年間をかけて一つの症例を深く掘り下げ、皆様に分かりやすく表現する作業は、

自身の臨床を客観視する良い機会となり、様々な基礎研究や先行事例に触れるきっかけにもなりました。 こ

の貴重な経験を、ぜひ三重県鍼灸師会でも共有していきたいと考えています。 来年度は岡山での開催となり

ます。 学会後の交流会の場を探しつつ、さらにレベルアップした報告ができるよう、今から準備を進めていき

たいと思います。                                    （報告：伊賀･名張支部 瀧本 一） 

 

  

第７４回 （公社）全日本鍼灸学会学術大会 愛知大会 

令和７年５月３０日（金）～６月１日（日） 

WINC AICHI（ウイングあいち愛知県産業労働センター） 
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2025 年 6 月 8 日、三重県鍼灸師会の定時総会後に開催された「あはき・柔整広告ガイドライン講習会」を受

講しました。 2025年 2月に策定されたこのガイドラインは、我々鍼灸業界のみならず、国家資格を持たない無

資格者が行うリラクゼーションやボディケア業界の方々にまで衝撃が走りました。 鍼灸師として適切な広告表

現を行うことは、患者と鍼灸師との信頼を守り、業界全体の健全な発展につながる重要な責務だと改めて実感

しました。 施術効果の保証、ビフォーアフターの掲載などが禁止されている理由も明確に理解でき、日常的な

SNSやホームページでの情報発信にも一層の注意が必要であると感じました。 自分のホームページがこのガ

イドラインに沿っているかどうかを確かめる方法もご教示いただき、さっそく持ち帰って確認しております。 この

ように、講習では具体例を交えた解説が行われ、活発な質疑応答も見られて、参加者の関心の高さがうかが

えました。時間が経つのを忘れるほど有意義な内容でした。            （報告：津支部 倉田あかね） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後 3 時、中村聡会長から報告と挨拶があり、岩手県・戸崎幸治議長と岐阜県・ 高田幸枝副議長の

進行により代議員総会が開催されました。報告事項は資料掲載の補足説明の後、決議事項 第 1 号議案

から第 4号議案の決算書類の説明が行われ全て承認。続いて第 5号議案では、公益法人法の改定に伴い

定款の一部変更案（外部監事設置の件）について審議が行われ 3分の 2以上の賛成があり承認されまし

た。役員改選では、理事および外部監事候補者は定数内のため選挙は行わず選任され、内部監事候補者

は定数を超えたため選挙が行われ 2名が選任されました。会長には中村聡会長が選ばれ、各役職につい

ては決定次第、お知らせがあると思います。今後のご活躍に期待します。 最後に、10月開催の全国大

会（茨城県）と、次年度開催の兵庫県から案内があり総会は終了しました。 すべての終了後、会場近

くで多くの参加者とともに中華料理を囲みながらざっくばらんに近況報告や会の運営、鍼灸院での出来

事等について意見交換や相談をさせていただき、大変有意義で楽しい時間を過ごさせていただきました。 

                     （報告：松阪支部 新谷有紀） 

 

 

 

あはき･柔整広告ガイドライン講習会 

令和７年６月８日（日） 三重県鍼灸会館 

 

日本鍼灸師会代議員総会報告 

令和７年６月１５日（日）東京都立産業貿易センター浜松町館にて 
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昨年 10 月の学術研修会で僻地医療についてご講義いただいた小泉圭吾先生の

勤務地である神島診療所を見学してきました。 鳥羽港を 7 時 40 分の定期便で出発

し約 35分、神島に到着。診療所は港の目の前の建物 1階に入っており、受付兼医療

事務担当の藤原さん、保健師の小久保さん、小泉先生の 3 人体制です。 診療は 9

時開始ですが、患者さんが来れば 8 時 30分頃から始めるそうで、島らしくおおらかで

す。診療所には様々な患者さんが来院されます。  

88 歳男性は白内障で白濁がひどく、手術を勧められるものの希望せず、様子を見

ることに。その男性の 80 代の奥様は流涙症で、涙点に生理的食塩水を注入（小泉先

生はこの注入法を眼科医から教わったとのこと）。奥様は糖尿病もありご夫婦共に足取りがおぼつかず、二人

での生活は限界に思えるため施設入所を勧められるが、島を離れがたく現状生活を選択。 

80歳男性は肺癌で化学療法を試し順調とのことですが、息切れ改善のため処方を受ける。  

80代女性は両側大腿内側に発疹と、右大腿内側に大きな水疱があり来院。ご本人は発疹を帯状疱疹と疑う

が、虫刺されと診断。右大腿内側の大きな水疱は老人性類天疱瘡と診断し、小泉先生が注射器で水を抜いて

終了。 

診療見学に並行し、私は腰痛患者 2 名（50 代女性と 20 代産後の女性）、70 代肩関節痛（整形外科にて棘上

筋部分断裂との診断）の男性に鍼施術を行いました。 翌日、肩関節痛の患者さんが「おかげで肩が楽になっ

て仕事にも行けました」と診療所に報告に来てくれたと、小泉先生から LINE をいただきました。鍼灸の効果を

感じていただけただけでも、神島を訪れた甲斐がありました。 今後、僻地医療を継続していくためには、医師

の確保以上に看護師の確保が最優先。看護師なしでは高度な医療提供が不可能だという小泉先生のお言葉

が印象的でした。 離島だけでなく陸の僻地医療も含め、鍼灸ができることは多いと確信しました。行政や議員

の皆様とも協議し、僻地医療に本会が関われる方法を模索していきたいと思いますので、会員の皆様のご協

力をお願いいたします。 神島へは、今後も定期的に鍼をしに行きます。良いところです。 

（報告：桑名･いなべ 岡田 賢） 

   

｢神島診療所紀行｣ 

令和７年６月２６日（木） 鳥羽市神島 
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痛みに関して、今まであまり深く考えたことがありませんでした。 

学校では痛みについての授業はありましたが、本日のご講義ほど深

く掘り下げることはありませんでした。 接骨院で働いていたときも、

慢性の痛みに悩む方は多かったものの、保険適用での施術でした

ので、時間もかけられず、症状について深く追求することもできませ

んでした。 その結果、通い続けてペインスケールが最初より下がる

ものの、ある程度で改善が見られなくなり、治療を辞める方が多くい

らっしゃいました。このような状況に、やりがいという面で、少し物足

りなさを感じることもありました。 本日の研修会でお話を伺い、自分自身の鍼灸師としての成長という点でも、

「もったいないことをしたな」と振り返ることができました。 また、治療を中断された患者さんに対しても、「ある

程度で痛みの変化は止まるけれども、さらに継続する事で治りやすい身体を維持でき、痛みの予防にもなる」

とお伝えできず、マイナスイメージを残してしまったことを、反省点として捉えることができました。 今は美容鍼

をメインに施術をしていますが、美容を目的に来院される患者さんでも、肩こりや腰痛の悩みがある方が多いと

感じます。 急性・慢性に関わらず、痛みにもアプローチすることで、美容鍼の効果としても、直後効果や持続

性にも良い影響が出そうだと、本日のお話をお聞きしながら考えました。 この後、産休に入る予定ですが、産

後復帰時の治療を見直すきっかけとなる、興味深いお話を伺うことができました。 本日のお話にも出てきた、

施術のエビデンスとなるデータ中の「100人のうち改善がなかった 30人」を診たいというのが、私が接骨院を退

職した理由の一つでした。ですが、何をすればよいか分からずに彷徨っておりました。 本日ご紹介いただいた

AIカルテで、まず一歩踏み出してみようと思いました。           （報告：会員外 松葉・カロリナ・温海） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

令和７年度 第２回学術研修会 

慢性疼痛に対する鍼灸治療の可能性～痛みを治すから痛みを生まない～ 

令和７年７月１３日(日) 三重県鍼灸会館 
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令和６年度 第４回理事会報告 

令和７年２月２日（日）オンライン １３時～１５時３０分 出席理事７名、出席監事１名 

議事録署名：岡田、仲家 

第１号議案 令和７年度各委員会事業計画及び日程の件 

第２号議案 令和７年度各委員会予算の件 

第３号議案 日本鍼灸師会代議員選任の件 

第４号議案 事務所パソコンの件 

第５号議案 コピー機再リースの件 

第６号議案 第２条慶弔規定および慶弔金規定、第３条見舞金規定第１項見直しの件 

第７号議案 研修会開催時の業者説明について 

第８号議案 日鍼会青年事業補助金について 

 

令和６年度 第５回理事会報告 

令和７年３月２３日（日）会館 １３時～１４時５０分 出席理事７名、出席監事１名 

議事録署名：岡田、加藤 

第１号議案 令和７年度各委員会事業計画及び令和７年度予算について 

第２号議案 令和７年度定時会員総会準備について 

第３号議案 公益目的支出計画最終年度となるため今後の方針について 

第４号議案 継続審議及び議案上程を含むその他について 

（１）内規変更について 

（２）役員選任規定見直しについて 

（３）中和医療専門学校卒業式に岡田会長が出席し、祝賀会は欠席で返信。他、祝電 

 

令和６年度 第１回臨時理事会報告 

令和７年３月２４日（月）メール審議 

入会希望者、皆川由美子氏の入会審査について  

 

 

 

 

 

理事会報告 
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令和７年度 第１回理事会報告 

令和７年４月２７日（日）会館 １３時～１５時 出席理事７名、出席監事２名  

議事録署名：岡田、仲家、加藤 

第１号議案 令和６年度事業及び決算について 

第２号議案 令和７年度定時会員総会準備について 

第３号議案 継続審議及び議案上程を含むその他について 

（１）内規（慶弔見舞金規定）・定款（理事の定数変更）について 

（２）研修会 DVD貸し出しについて 

（３）会員の増強対策について 

（４）あはき柔整広告規制のガイドラインの周知について  

（５）賠償保険の日鍼会一括加入移行について  

（６）会計ソフト（サンアリックス）契約更新について 

（７）団体保険の件、保険加入年齢変更について 

 

令和７年度 第２回理事会報告 

令和７年６月８日（日）１４時１５分～１４時３５分 会館 出席理事６名、出席監事２名 

議事録署名：岡田、加藤、新谷 

議事の経過の要領及びその結果 

「理事会及び委員会運営規定」第３条第３項に従い、総会終了後直ちに理事会を開催した。 

定款第２１条第２項３項の規定に従い会長（代表理事）及び業務執行理事並びに副会長の選定、 

また、役員の役職及び委員選定も行った。 

第１号議案 会長の選任について 

第２号議案 業務執行理事選定について 

第３号議案 各委員会委員長選定について 

第４号議案 各委員選定について 

 

 

 

 

 

日 時：令和７年６月８日(日)１３時～１３時５０分 

場 所：三重県鍼灸会館 

議長選出    議 長：矢谷淑絵  副議長：天野治 

書記選出    書 記：奥山敬太、松山真理子 

定足数確認   会員総数：７６名   出席者数：５９名（委任状３５名含む） 

報告事項    (1)令和６年度事業報告の件 

  (2)令和７年度事業報告の件 

(3)令和７年度収支予算の件 

令和７年度 定時会員総会報告 



 

 

決議事項    第１号議案 令和６年度貸借対照表承認の件（挙手多数で可決） 

第２号議案 令和６年度正味財産増減計算書承認の件（挙手多数で可決） 

第３号議案 定款変更の件  理事定数に関する件（第２０条第１項） 

第４号議案 任期満了による役員改選の件 

新入会車紹介  伊賀名張支部 皆川由美子 

皆様のご協力のおかげで滞りなく総会を終えることができました。 終了後には三重県鍼灸師連盟総会、あ

はき・柔整広告ガイドライン講習会が行われ、その後の意見交換会で皆さんと楽しく食事を囲みながら歓談をし

ました。 執行部では今後も法人運営そして会員皆さんの力となれるよう努力していき ます。 

お困り事や企画案などお気軽にご相談ください。 
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線香でも着
火
可
能
！

小売用・200壮入

業務用・600壮入

炭化もぐさの成形に使用する添加物を必要最低限に厳選し、もぐさ
本来の火のつきやすさ、燃焼スピードを実現しました。弊社独自（特
許申請済み）の製造技術です。

燃焼時の温度は従来の長生灸シリーズと同様のグラフを描きます。
そのため点灸のようなピンポイントでの温熱刺激です。

もぐさ本来の性質

点灸のような温熱刺激

長生灸
Non-smoke

長生灸ライト

温度

時間

注）上記は弊社独自の温度測定方法によって測定した結果をグラフにしたものです。
     測定時の条件や方法によって結果は異なりますので目安としてお考えください。

℃60

℃50

動画でチェック！
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アキュポスト

日 本 の 鍼 灸 を 変 える 、
ディス ポ 鍼 の 新 し い スタン ダード 。

販
売
代
理
店

株式会社メイプル名古屋
ご購入はこちら

▼

info@maiple-nagoya.com
https://www.maiple-nagoya.com/

0120-869-758
0120-098-758

フリーダイヤル

〒466-0064 名古屋市昭和区鶴舞 2-5-22 NJビル4階

毎日使うものだから、安心・安全なものを

毎日使うものだから、環境にやさしいものを

（鍼10本＋鍼管1本）

10P タイプ

（ �� � 本入 ）

韓国式の
コイル鍼柄

医療機器認証番号 第���AFBZI��������号

高強度ステンレス

医療用シリコン

大容量���本入り

鍼��本＋鍼管�本

パウチ包装

ガンマ線滅菌


